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年度予算編成を行いました。
　歳入面では、令和２年度当初予算と比較し、
自主財源については、新型コロナウイルス感
染症の影響により、市税が大幅な減収となる
ことを見込み、全体では減っております。
　依存財源については、市税の減収に伴う地
方交付税の増加、臨時財政対策債の増加に伴
う市債の増加など、全体では増えております。
　歳出面では、旧八千代台東第二小学校校舎
等解体工事、旧学校給食センター高津調理場
解体工事などの終了により物件費で減少した
ものの、障害福祉サービス費等や民間保育園
運営に係る負担金などの扶助費や、耐震性能
が不足している上下水道局庁舎の移転先とな
る本庁舎第二別館の増改築及び倉庫棟の整備
工事、児童発達支援センター及びすてっぷ21
大和田の更新に向けた、整備予定地の旧千葉
県八千代市教職員住宅の解体工事及び新施設
の実施設計などの普通建設事業費の増加で全
体では増えております。
　その結果、令和３年度当初予算の規模は、
一般会計では584億1,000万円で、前年度当初
予算と比較すると、1億6,000万円、0.3％増え
ております。
　特別会計では、介護保険事業特別会計の保
険給付費等の増加などにより、４つの特別会
計の総額は324億4,821万6,000円で、前年度比
1.0％増えております。
　公営企業会計では、水道事業会計と公共
下水道事業会計の合計は149億6,484万8,000円
で、前年度比3.2％増えております。
　一般会計、特別会計、公営企業会計を合わ
せた市全体の予算規模は、前年度比0.9％増
え、1,058億2,306万4,000円となっております。

ちが住みやすく心地よい日常を過ごせる環境
の整備、京成本線沿線地域の活性化や再整備
に向けたビジョンの検討を進めるほか、ＵＲ
都市機構の大規模住宅団地について、関係機
関と連携し、活性化を進めてまいります。
　また、大規模自然災害等に負けない強靭な
地域づくりに引き続き努めるとともに、ＩＣ
Ｔの活用による行政のデジタル化や公共施設
などのマネジメントを着実に推進してまいり
ます。
　さらには、地球温暖化による気候危機を受
け、2050年までに二酸化炭素の排出量実質ゼ
ロを目指し、脱炭素社会の実現に向けて取り
組んでまいります。

予算編成と規模

　本市財政の今後の見通しは、歳入では、新
型コロナウイルス感染症による経済状況の悪
化に伴い、市税収入の大幅な減収が懸念され
ております。歳出では、扶助費、物件費、公
債費などの増加が見込まれ、経常経費のさら
なる縮減を講じない限り、経常収支比率の上
昇は避けられず、投資的経費や新規事業に取
り組む財源の確保が困難な状況となっており
ます。
　このことから、持続可能な財政運営を行っ
ていくことが肝要であるとし、基本的方針と
して、市民の安心・安全への対応、財政健全
化への対応、令和３年度から始まる第５次総
合計画に掲げる目標の実現に向けた、施策の
効果的かつ着実な推進、５月の任期満了に伴
う市長選挙が予定されていることから、当初
予算に計上しないと事業実施に支障のある経
費を中心に計上する骨格予算として、令和３
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　令和３年第１回定例市議会は、２月19日
～３月23日に開催されました。服部友則市
長が開会日に施政方針と令和３年度予算編成
について述べました。

施政方針

　新型コロナウイルス感染拡大により、不要
不急の外出自粛など、市民生活や地域経済に
甚大な影響が及んでおります。本市では、国・
県と歩調を合わせながら、ワクチン接種に対
応するほか、必要な支援や対策に引き続き全
力で取り組んでまいります。
　さて、本年は、令和３年度から令和10年度
までの、新たなまちづくりの指針となる「第
５次総合計画」がスタートいたします。
　本市は、昨年３月に、大きな節目となる
人口20万人に到達いたしました。しかしなが
ら、本計画の期間内において、少子高齢化の
一層の進行と、人口減少に転じることが予想
され、これまでの人口増を前提とした行政経
営とは、大きく異なってまいります。
　そこで、過去から引き継がれてきた緑豊か
な自然を活かし、未来に希望が持てるまちづ
くりを推進するため、新たに「人がつながり
　未来につなぐ　緑豊かな　笑顔あふれるま
ち　やちよ」をまちづくりの基本目標である
将来都市像として定めました。
　本計画では、子ども・子育て施策に重点的
に取り組むとともに、積極的で効果的なシテ
ィプロモーションを展開することにより、交
流人口や定住人口の増加に向けた、魅力ある
まちづくりを進め、シビックプライドの醸成
に繋げてまいります。そして、高齢者の方た

施政方針と令和３年度予算編成 ■施政方針は企画経営課 421-6701、予算編成は財政課へ 487-5112 


